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水難救助活動の実践と学校における水辺安全教育の必要性  

－CPA患者に対するCPRを経験して－  

荒井宏和＊，小峯直総＝，稲垣裕美  

Thc practice of surflifesaving activities，and the necessity of water safety  

educationinschool  

hExperienceofCPRto CPApatient－  

Hirokazu Arai，NaomichiKomine，Yuum＝nagaki   

Tod之Iy，WatCrSPOrtSarCVerypOpularasaleisured activityandparticipatedespicially  

amongthcpeople．Onthcotherhand，thereisafactthatthewaterin）uriesandaccidents  

havcbcenincrcasznginlargenumbersbecauseofparticipants’carelessnessandlack of  

knowIcdge ofthewatersafety．Wehaverescued381drowningindividuals，SuCCeededin  

applyingthemproperCPR（Cardio pulmonaryresuscitation）and revivingto oneCPA  

（cardiopulmonaryarrest）patientfrom1994to1999．   

Fromthcseexpericnces，WeStrOnglyconsideredthewatersafetyprogramshouldsurely  
bcrcqulrCdinthcschooleducatjon．   
Thcrefore，WeaCtua11yhaveperformedthejuniorlifesavingprogramforchildren・   

Wcadvocatethatthelifesavingprogramwi11beperformedasaneducationalopportu・  

nityirlSChooIsinncarfuture．  

また，文部省（現 文部科学省）は新学習  

指導要領・保健体育領域に「水辺活動」を導  

入し，自然学習の機会を通して，地域や学校  

の実態において稗極的に行えるように改訂さ  

れた1）。   

しかし，依然，先進諸国において我が国が  

最も不慮の濁水死亡率が高いといわれており，  

教育現場における水辺活動プログラムの確立  

と安全意識の向上，そしてより多くの国民が  

安全な水辺活動に参加できる体制の整備が急  

務であると思われる。   

我々は，1993年より茨城県鉾田町大竹海岸   

1．はじめに  

国民の生涯スポーツ・レ琉ヤーに関する関  

心は非常に閻く，その中で，水辺活動として  

マリンスポーツやレジャーヘの関わりも同様  

に人気が商い選択肢の一つである。さらに我  

が国では平成8年より7月20日は「海の日」  

として国民の休日として制定されたほどであ  

る。  
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鉾田海水浴場において実際に水難救助晴動（以  

下ライフセービング）を実践してきたが，い  

くつかの離水による心肺停止（cardiopulmo・  

nary arrest以下CPA）患者に対し心肺蘇生  

法（cardio pulmonary resuscitation以下  

CPR）を経験した。その結果，辛いにも蘇生  

に成功した貴重な症例を報告するとともに，  

水辺の安全教育の必要性について述べること  

とする。   

2．ライフセービング活動の実践  

筑波大学ライフセービングクラブは，1992  

年に我が国の国立大学で初めて創設されたク  

ラブ（顧問：体育科学系スポーツ医学 河野  

一郎教授）であり，水辺における安全教育の  

啓蒙活動やボランティア活動を通じて，地域  

社会へ貢献することを目的としたクラブある。  

さらに翌年，1993年より茨城県鹿島郡鉾田町  

大竹海岸鉾田海水浴場においてボランティア  

活動として水難救助情動を行っている。1994  

年から1999年（6年間）の大竹海岸の夏期海  

水浴期間中に381人が我々によって救助された。  

その内訳は死亡3人，蘇生（救助時，意識な  

し，もしくは，心停止，呼吸停止を蘇生させ  

たもの）3人，軽瀦（意識はあるが，自力で  

浮き続けることができない状態にいる溺者の  

救助）46人，安全移送（自力で移動すること  

のできない遊泳者を浜や安全な場所まで移動  

したもの）329人であった。また，大竹海岸で  

救助された人の特徴は，10～20代の若い男性  

で，浮き具を使って海水浴をし，比較的海岸  

に近い浅瀬の波打ち際であった。さらに，救  

助時における海水浴場の遊泳条件はすべて「遊  

泳注意」で，「遊泳禁止」時にはほとんどなか  

った。大竹海岸での救助は，レスキューチュ  

ーブによる救助全体の22％を占めており最も  

多く，次いでレスキューボードによる救助が  

11％，IRB（インフレータプル・レスキュ  

ー・ポート）（写真1）による救助が16％とな  

っていた。海水浴客が凍れた原因は，「潮流に  

よる影響」で全体の77％を占めていた。大竹  

海岸は，鹿島灘に位置し，遠浅で波の大きな  

海岸であるため，離岸流が発生しやすい。そ  

のため，泳力不足や海に対する知識のない者  

は沖に流され戻れなくなる。また，「飲酒」が  

原因と思われる理由で溺れた者は全体の6％  

を占めていた。このように自己を管理できな  

いことが原因で溺水に至るというモラルの低  

さもみられた。その他，応急手当として，擦  

過傷，切傷（写真2），骨折（足関節部，下腿  

部，鎖骨部），南開節脱臼，頚椎捻挫（写真3），  

日射病，クラゲやエイによる被害に対しても  

手当を行った。さらに，我々の活動は水難救  

助活動に留まらず，県内小学校の課外授業と  

してライフセービングのデモンストレーショ  

ンを行なったり，本学において日本赤十字社  

救急法救急貞養成課程講習会を企画し，安全  

教育の啓蒙活動に貢献するための活動を行っ  

写真－1：インフレータプル・レスキュー・ポ  

ート  

写真－2：波に巻かれ，頭部擦過傷者に対する  

応急手当  
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写鉦…叫3：故に巻かれことによる珊樅損傷瓜者  

（男性）の搬送  

た。この他，2001年には，我が国でも初めて  

の桝みである，ライフセーバーと茨城帰筍航  

空隊（ヘリコプター）との合同水難救助訓練  

プロジェクトが予定されている。   

3．潮水考救助及び心肺蘇生法の経験  

我々は，海水浴吻において，実際にライフ  

セービング酒仙を行った爽繍の中で，CPA患  

省に対し鐘際にCPRを・試みることを経験した。   

症例は，18政男性で1995年7月31日午後2  

将ごろ，海水浴申に酒水した。琴見当初は波  

に巻かれて溺水したと思われ，水面をうつ伏  

せの状態で浮遊していた。節一発見看である  

ライフセーバーK．Y．（本学体育将門学群3年  

生）によって救助及び砂浜へ搬送の後，発着  

とともに遭ちにCPRが施された。この間，発  

見から救助まで約3分の時間が経過し，CPR  

開始約2分後に数回の噸吐反応がみられ，同  

時に郡部にて自脈が触知可能となった。その  

後，医療機関搬送の後に典中医療室にて海水  

写寛一4：CPA患者に対する実際のCPR   

誤嚇による肺炎治療を受け，約2週間後に無  

事神経学的後遺症なく退院し社会復帰した。  

（写真4）   

近年，軽度低体温が脳保護作用を有するこ  

とが注目され，脳重内病変に対する臨床応用  

が検討されつつある。海での満水による心肺  

停止は，脳血流停止時から頭部を含む全身の  

冷却が得られ，脳蘇生に関しては交通事故な  

どのCPAと比較して有利な可能性がある。海  

浜でのCPRの第一次担当者であるライフセー  

バーは，心肺蘇生における自らのポジション  

の重要性を理解し，救助やCPRの技術・知識  

の向上と保護に努めている。このCPA患者が  

蘇生する確率は，第一発見者が如何に迅速に  

何らかの対処をするかによって異なり，医療  

機関での予後への対処が異なる。そして今回  

の症例のように第一次救命処置として医師以  

外の者がCPRを試み，神経学的後遺症なく蘇  

生させたことは非常に大きな意味があり，救  

急医からも高い評価を得た。   
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け，自他共生の心を養い，海という自然に親  

しみながら環境保全の大切さを学び，自己の  

社会的な人間形成に役立たせることにある。   

プログラムは（表－1），レスキューのデモ  

ンストレーションに始まり，波を利用して安  

全に遊ぷ方法や救助の基本について学び，最  

後の締めくくりに続泳を実施した。子ども達  

へのアンケート調査によれば，最も楽しかっ  

たことは「ニッパーボードによる波乗り」（写  

真6）や「ボディーサーフィン」で，最も心  

に残ったものは「統泳」であった。チビも達  

にとって，日常の人工プールに比べ，海の存  

在は限りなく開放的で，その泳ぎに刺激的な  

続泳の達成感を強くもったであろう。遠泳で  

はないが，続泳であっても心に残ったという  

結果は興味深い。しかしここでのねらいは救  

助方法を習得させることが目的ではなく，自  

己の体力を認識させる試みがあり，溺れた者  

は想像以上に重く，泳いで救助することは容  

易でないことを体験させ，溺れない自分を意  

識させることにある。つまり，むやみに救助  

を行うことにより自身が溺れてしまう（二重  

事故）ことを知らせ，「泳がないで救助する方  

法」という，事故防止思想への学習に移行さ  

せるものである。   

このジュニアプログラムは，戦後の民主主  

義教育における目的であった「命・いのち」  

から，今日のキーワード「生きる力」を普遍  

とする「生命教育」実践活動として，学校教  

4．ライフセービングプログラムを用いた水  

辺の安全教育  

我が国と同じ四方を海で囲まれたオースト  

ラリアでは，学校教育の中で水辺での安全な  

過ごし方，遊び方としてジュニアライフセー  

ビングプログラムが行われる㌔この活動には  

7歳から参加でき，水辺環境の基礎知識とし  

て「波の種類」「離岸流の見分け方」「日焼け  

対策」などについて絵本を用いたテキストで  

学び，応用として自らの安全を確保すること  

を冒的として積極的に波を利用し，水辺での  

遊び方や救助方法を学ぶことによって自然環  

境の厳しさや命の尊さを体験する。（写真5）   

一方，我が国では，水辺は「危険な所」と  

いうイメージをもち，安易に近づかないこと  

を教育する傾向にある。学校の海浜実習でも  

事故への責任と充分に指導できる教員の減少  

から，その取り組みに関して消極的であり，  

いつの間にか水辺を利用した教育の機会が減  

少しつつあるように思われる。   

しかし最近では，東京都北区教育委貞会が  

主催する海浜実習のように，積極的にジュニ  

アライフセービングプログラムを導入した自  

然体験型学習の教育が行われている。本プロ  

グラムの目的は，海における泳力向上とライ  

フセービング教育を通じ，海辺の安全に関す  

る知識と技術を体験させることにある。それ  

によって命の尊さと事故防止の考えを身につ  

写真－5：子供たちへのCPRデモンストレー  

ション  

写真－6：ニッパーボードを使ったライフセー  

ビングジュニアプログラム   
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表－1ライフセービングジュニアプログラム  

ブロワラムの内密  壱坤邑覆   

ライフ仁一ピンク己応ホ辺¢救助羞動こ萄り、濡れる人吉  
オリ＝ンテーション  ライフ亡－ピンクにっいこ概零の説明   助け各コ己も1電光ガ、モれ以上にロ己リー人万溺れ尊い  

さ5にすさ〇仁苦理解古世5。  

レスキューデモンユトレーション  レユキューチコープ己レユキューボードe優円Uて瀬れて い番人e政明す各月湛こ群生法管見る。   

地球■壌の汚染のlO仁山こ濃洋汚染方萄る〇正吉闊掛  
U、汚染の遭行方ホ繊的に人鞘に闊り乃乃5暮零宅間己  

ビーチクリーン  ビーチクリーンの1零性の旋明  萄るコ仁き理解覆せ杏。さた、獅のコミ鯵人件に危惧亡  
都苓場合も得いた励、事故抑止①古曲にもコミき祐5コ己  
書評旛すさ。  

雫≠に亡ん窃コミガ霜5こいるの乃き邦杏。さた、コミ穏  
ビーチクリーンの実態  いの苦労モ知り、コミe構ここ惨いけ窃い〇己≡訪韓す  

杏。   

安全確保   バディー・システム   海に入杏仁せl引人こlさ入らす、必す紺乃仁一繕に入るコ  
古書守る。  

ヒューマンチェーン   楓苧こ停筍＜訪旨いの手首正字苫若つ尊＜〇Eにさっこ、  
瀬の中こも礪夷に裾字書ぜ傑Cせ悉さ5になる。   

ワーフスキル   ウェ一宇インク   朗船橋削憎闇剖把弥酎北上けこ迂苓。柵苦大吉  
＜篭る己定方貫く上方る。  

沖へ臼乃っこ遺密C蕾、減に対Uて：海中に邁5〇正にさっ  
ドルフィンスルー  こ将若さけ5方法。UっガリE濃欝苦蹴っこイルカのさ5  

にジーンプす杏。  

沖乃ら＃に角5こせ、≠れ5常に覇わせこ、う命の体引  
ボディーサーフィン  根のサーフボード¢さ5にUこ澱に辞さ方法。蘭書伸lさU  

こ、曙暦下け、Uっ乃り己パタ定吉Uこ勢いe⊃ける。  

ヘッドアップスイム   帯モボ面乃ら上けこ、日的地や髄の状況苦悩する乃  
法。クロール亡こ蕾杏さ5に辱杏。   

砂漂否定っこ、との専専濃に入っこ泳者、再び砂深e珪石  
ワーフフィットネス  ラン・スイム・ラン  トレー＝ンク。正規¢跳応200nユイム＋20伽ラン＋200  

スイム志方、レベルに応Uこ棚専苓。  

レスキューボード00ジュ＝ア仮に事っこバランユ螺蝿苦  
＝ッパーボード  つ乃鬱。附こせたら、パドリンクきUたり、澱に弄っこ  

桝杏。   

サーフサパイパル  淳せ男   
浮蕾員e持bすに僻lつこ浮く巧活己与茫辱もの己Uこ  
ペットボトルこ浮＜汽活モモれ苦れ停暮すさ。  

エレメンタリーライフモーピンクバッ ロ 
クストーワ   

カレント乃らの脱出法   
リップカレント（■晰）に陰さっbら、萄世らすに一席  
沖に滞在れ、流れの筍い安全唇■所乃ら＃に戻さ。  

義衣滴   
腫苦暮たささ淳＜、Gらにズボンやシーツに空気吉入れこ  
浮せ■苦つ＜さ。   

救飢湛   リーチ   
ニ■事劇苫肝＜b肋に、さす島近ぢ長いものこ椙宇苦■保  
すさ。  

ユロー   リーチこ邑乃ぢい場合、浮±魚雷肯けこ確保す杏。  

浮せ員苦投げこも畠乃匂い書含、景綬宇陀こ泳いこ研け杏  
ユイム  方．必すレスキューチコープなとの救飢機材さ補っこい  

く。   
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如  

においてこれに関する教育の機会がなければ，  

事故や怪我に遭遇する人々が増加し，スポー  

ツやレジャーは「危険である」として人々に  

記憶され，やがて敬遠されるのではないかと  

危惧される。   

特に，「水」という通常の生酒とは異なる環  

境におけるスポーツやレジャーに関する安全  

教育は必要不可欠であろう。   

今後我々は，ライフセービングの理念と教  

育プログラムが，小学校から大学あるいは生  

涯学習の機会に至る様々な場面において，生  

命尊重と安全に対する教育の普遍的手段とし  

て貢献し，我が国の国民全員がライフセーバ  

ーの精神をもった社会になることを望む。   
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育導入への兆しがさけばれてひさしい。この  

意義は2002年の新学習指導要領「水辺清動」  

で大きな示唆を抱合するものになり，我が国  

の社会問題でもある「青少年による殺人・生  

命軽視」を改めさせる教材としても有益であ  

ろう。   

5．水辺の安全教育と将来展望  

水辺という自然環境で過ごす時間がない人々  

にとって，安全に対する意識や知識がなけれ  

ば，水難事故に遭遇することは当然と言えよ  

う。そして最近の傾向として用具の開発や施  

設の整備により，人々のスポーツやレジャー  

を行う機会が多様化し，誰でも気軽に参加で  

きるようになった。しかし，それと同時に怪  

我や生命に関わる事故に遭遇する機会も増加  

傾向にある㌔   

我々は，実際に水難救助活動を実践し，数々  

の救助場面を経験したが，今後この事故を防  

ぐためには，学校教育が果たす役割が重要で  

あると考える。特に，生涯スポーツやレジャ  

ーを推奨し，スポーツの楽しさやその魅力を  

教えるだけでなく，自他の安全や生命の尊さ，  

スポーツやレジャーを行う際に被るリスクに  

ついても認識させ，それに対応できる知識を  

習得させる必要があろう。もし仮に学校教育  
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